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も
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な
だ
れ
事
故
防
止
を

　
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
全
層
な
だ

れ
が
随
所
で
発
生
し
、
非
常
に
危
険

と
を
っ
て
い
ま
す
。

　
危
険
と
な
る
部
落
及
び
通
行
人
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
、
な
だ
れ
事

故
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
□
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
□
各
部
落
と
も
危
険
カ
所
の
監
視

を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合
は
、

嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達
に
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
□
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故
の

未
然
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
口
危
険
カ
所
で
迂
回
路
可
能
の
所

は
、
迂
回
路
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

新
行
政
区
域
を
設
置

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
小
り
、

現
在
の
西
本
町
を
「
西
本
町
一
丁
目
」

八
幡
田
の
本
町
西
線
を
は
さ
ん
で
西

側
の
部
分
を
「
西
本
町
二
丁
目
」
と

し
て
発
足
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
条
駅
よ
り
東
側
の
分
譲

住
宅
地
（
現
在
中
条
上
町
）
の
一
帯

を
「
旭
ケ
丘
」
と
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
山
第
二
に
は
い
っ
て

い
る
川
治
川
よ
り
南
の
一
部
を
「
塚

原
町
」
と
し
て
分
離
発
足
し
た
い
と

三
月
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

八幡田町

　
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
を

　
三
・
四
月
は
、
季
節
的
に
も
春
め

き
、
こ
ど
も
た
ち
も
屋
外
で
遊
ぷ
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し

く
入
学
（
園
）
す
る
こ
ど
も
た
ち
の
通

学
（
園
）
も
始
ま
り
ま
す
。
例
年
、
こ

の
時
期
に
こ
ど
も
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
を
は
じ
め
運

転
者
や
周
囲
の
人
達
の
十
分
な
監
視

を
お
願
い
し
ま
す
。

下川原町

西本町

一～1丁目西本町
　2丁目

ら
提
出
さ
れ
る
書
類
を
主
に
し
て
選

考
し
、
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
願
書
請
求
等

　
返
信
用
封
筒
に
あ
て
名
を
明
記
し

切
手
六
十
円
を
添
え
て
県
立
新
潟
高

等
学
校
通
信
制
費
〇
二
五
二
（
六
六
）

五
二
六
八
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

川

ゾ
皿
し
こ
い
消
薯
⑫

b
　
　
　
自
み
が
き
の
知
議

　
　
　
朝
晩
使
っ
て
い
る
歯
み
が

　
　
き
は
、
ど
こ
が
ど
う
違
う
の

ジ
　
　
で
し
ょ
う
か
o

　
　
歯
み
が
き
の
成
分
は
全
体
の

e
　
　
．
五
～
六
割
が
研
磨
剤
で
、
沈

　
　
降
性
炭
酸
力
ん
シ
ウ
ム
が
使

　
　
わ
れ
て
い
よ
す
り
こ
れ
は
ゆ

繍
…
継

激
瀬
熱
物

黛
鎌
川
醒

2〃
湊
藷
恥

新
潟
高
校
通
信
制

生
徒
募
集

　
新
潟
高
校
通
信
制
は
昭
和
五
十
二

年
度
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
通
信
教
育
で
四
年
以
上
在
学
し

所
定
の
単
位
を
取
れ
ば
、
高
卒
の
資

格
が
与
え
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
入
学
資
格
　
中
卒
と
同
等
以
上
の

学
歴
の
者
。

　
募
集
コ
ー
ス
　
卒
業
、
編
入
、
科

目
別
の
三
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
願
書
受
付
期
間
　
四
月
十
一
日
ま

で
。
　
選
抜
方
法
　
出
身
中
学
（
高
校
）
か

　
　
　
　
“

今
冬
の
積
雪
深

　
昨
冬
の
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
降

り
出
し
た
雪
は
、
一
月
九
日
、
十
五
日

積雪深のグラフ

践
強

一一一今冬（市内最高）

一今冬（十日町試験地

一『昨冬（十日町試験地

離＼

1鞠
’

を
除
き
二
月
八
日
ま
で
降
り
続
き
二

月
六
日
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験
地

で
三
折
十
四
諺
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
降
雪
の
累
計
は
、
二
月
六

日
現
在
、
昨
冬
の
一
冬
間
の
累
計
を

二
十
五
七
弱
上
ま
わ
り
二
月
末
現
在
で

千
四
百
三
十
六
茜
に
達
し
ま
し
た
。

　
過
去
十
年
間
の
統
計
を
み
る
と
三

月
十
日
以
後
も
な
お
百
茜
前
後
の
累

計
降
雪
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
分
で
ゆ

く
と
、
昭
和
十
九
年
の
千
七
百
秀
に

続
く
戦
後
二
番
目
の
記
録
と
な
る
可

能
性
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
▽
，
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
匹
ー

　
　
　
　
－
「
V
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」
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
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＼
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新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

，
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V

ー
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献血車日程

と　き　3月24日（木）

　　　午前10時～午後3時

ところ　十日町市役所

σ

　くわしくは市役所保健課へ

　おたずねください。

明日といわず今献血しましょう

　　　）、uハ、’

日1駈％牙男6％牙う

綱
　
櫛
　
姻
　
脚
　
獅
　
粥
　
㎜
獅
　
㎜
　
獅
　
㎜

㎜
㎜
　
㎜
鵬
　
噸
　
㎜
鵬
　
8
0
　
6
0
　
4
0
　
2
0
。

9
　；　 　＿り；一　一

　辱屋）

多研
．訓

入
’
，
律
珍

う臼苅
ε
買
，

L
し
、
ひ
ぼ
あ

ら
軋
も
買
己

し
：
・
・
そ
依
い
、
与

サ
、
狭
（
菱
毛

講
購
．

斤
“
、

、
ど

’
　
｝

％ノ

霞
●

　
　
　
　
Q

彩
つ
／
．

マ
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マ
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ビ
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（
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戸
＼
Y

驚・
・
．
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申
告
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
昭
和
五
十
一
年
分
の
市
民
税
申
告

と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
告
と
納
税

が
お
済
み
に
な
ら
な
い
人
は
、
早
目

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て

は
、
税
務
署
か
ら
お
送
り
し
た
「
申

告
書
の
書
き
方
」
や
「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
な
ど
に
説
明
し
て
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
こ

と
や
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
し
た
人
は
、
市
民
税
や
事
業

税
の
申
告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
り
の
あ
る
申
告
を
し
ま
す
と
、

決
定
や
更
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
、
追
加
の
税
額
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
加
算
税
な
ど
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
申
告
す
る
と
き
に
は
よ
く
確
か

め
て
、
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
電
話
の
移
転
申
込
み
は
早
め
に

　
住
居
の
移
転
等
で
電
話
を
移
転
す

る
場
合
の
手
続
き
は
、
電
話
局
に
備

付
け
の
用
紙
に
新
住
所
、
付
近
図
、

連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
て
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
移
転
料
は
、

七
千
円
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

■市勢／人ロ…・50，624人（男24，720・女25，904）／世帯数…11，968／面積一211・44k㎡（2月1日現在）

　
　
ギ
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．
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繊
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駕2

蕪
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下
奪
意

、
輪
潔
撲
翠

簿
奪
‘
ー
ぎ

攣
き
墾
慰
．

　
蝋

傍鷹葵鯉

購蛋
　
嫌
高
難
鞍
‘

叢

’
、
輩

醤

塗

灘
、義

巽
㌔

鰐
，
　
磁

一　姦

6
蝋F

季
言

護

へ
　
窺

　装

騨

　
　

　
概
繋

蕪
、
夢
義

馨
隻

難
’
糖、

無
、

：
◎

、
麟

〆
諄
　
、
、

瀦
藩
、

塑

たくさんの友達と一緒に

1日入所式
噂
　
鷺キョロキョロ、ドタバタ、何もかも初めて

糠
鷲

ぎ
彫
　
隔

，
ノ
「
ウ

秘幾
，
ノ　
で

　ここ下条保育所（南雲所長）では、4目5日の入

所を前に児童58名の1日入所式が去る3目30日に

轟騨寧

／
奪
＝イ

、
冴

4囎
　　□246号□

行われました。

　まだ、雪が残る道を父兄に連れられて集ったチ

ビッコ達は、さっそく新しい友達を見つけて大は

しゃぎ。先生に呼ばれると元気よく返事をしたり。

はじめてお田さん達から離れて指人形や紙芝居を

楽しみました。



博
へ
℃

（2）とお、∬夢3

グ
ラ
フ
と
図
表
で
み
る

叩

災害復旧
事業費
1．4％

》
豊
し
㊥
罪
蝶

　
　
去
る
三
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
開
か
れ
た
市
議
会

　
　
第
一
回
定
例
会
で
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
が
き
ま
り

　
　
新
た
に
昭
和
五
十
二
年
度
市
政
の
ス
タ
ー
ト
が
き
ら

　
　
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
　
を
グ
ラ
フ
と
図
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

歳出性質別分析表

　　　　r維持補修費2．5％

　
貴
設
業
建
事

通普

27．3％　
費
的
経

資投

費
％
件
7
物
7

人件費

灘．6拳　1，毒％貸禁姦

費
泓
債
6

公

　
　
％

　
　
　

　
等
2

　
費
　
助
費
補

助扶

（一繰出金3．5％
その他0．1％

歳出を昨年に比べると

8
⑳

希粥国県支出金

4億

7，332万

1千円
8，2％

5億

9，”0

万円
10。2％

i2億4，657万

　　　　2千円
　　21．5％

凧画τ樋F干㌧ふし￥Qc

目□
昭 昭

和 和
51 52
年 年
度 度

公
債
費

消

防

費

商
工
費

第3種郵便物認可）昭和52年4月10日

業
　
　
　
魯
【

農
林
水
産

地方交付税税市

衛
生
費

14億7，000万円

　　　25．4％

16億4、324万1千円

　　　　28．3％

総
務
費

3億7，177万円
　　6、4％

II4．378円

□　　
　
市
民
一
人
当
た
り
に

　
　
　
使
わ
れ
る
お
金

翻　　
　
市
民
一
人
当
た
り
が

　
　
　
負
担
す
る
お
金27、085円

89，798円

27，747円

14，5’6門　　　　　　　　1

92，231円

32，428円
：・：。：・：・：・：・：。：

・：・：・：・：・：・：・：・

：・：舜・：・：・：・：。：

・：・：・：・：・：・：・：・

：・：・：・：・：・：・：・：
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：・：・：・＝・：・：・：・

・：・：・：。：・：・：。：

o
．
●
．
●
。
●・．●●●．

何に一　使われるか

會　　1世帯当りでは　　　（II、968世帯）

教育費100，028円

民生費99，689円

土木費79，765円

総務費53，804円

衛生費31，849円
農林水産業費　29，874円

商工費22，066円

消防費17，325円

労働費　5，768円

12億

10億

8億

6億

4億

2億

土
木
費

民
生
費

教
育
費

52年51年50年

予算の主な使獅みち、讐黎屡壽度

　　　　　　　　　　　　　単位千円
費　目 主　な　る　事　業 予算額

教育費関係

大池小・飛一小池谷分校改築工事
東小プール建設費及び貯油タンク工事

南中、中条中増改築工事
博物館建設工事
下条地区公民館建築工事
スポーツ・レクリェーション広場造成事業

市民体育館屋根張替工事
市民総合ゲラウンド造成工事
名ケ山小給食室改修工事

　20，023
　27，072
1億86，568

2億40，400

　85，000
　26，200
　21，㎜
　　6，400

　　3，319

民生費関係

老人医療費

老人生きがい対策費
精神薄弱者援，瀧措置費

身体障害者福祉費
児童措置費

へき地保育所委託料
保育所建設費
生活保護費（扶助費のみ）

1億45，530

　　8，272

　32，358
　34，480
2億36，282

　90，196
　33，174
2億39，779

士木費関係

市道改良舗装工事
市道舗装用原材料
道路除雪費

基礎集落圏防雪体制整備事業
（都計）街路事業

公園造成事業

国県道改良事業負担金
踏切工事負担金
下水道事業（一般会計繰出金）

2億85，600

　38．500
1億92，061

　34，150
　70，000
　14，860
　12，000
　12，000
1億06，195

総務費関係

庁舎前及び駐車場消雪施設工事
マイクロバス購入
交通安全対策費

吉田集会所建設事業

16，194

5，400

44，317

32，556

衛生費関係

成人病予防対策費
妊産婦乳児医療助成費

公害対策費

防疫薬剤購入補助

へき地医療対策費

4，036

13，335

22，418

3，070

10，328

農林水産業

費　関　係

土地改良事業補助金
圃場整備事業費

国土調査費

苗場山麓開発事業費
林道開設事業

21，000

25，321

47，925

15，764

43，405

商工費関係

産業育成資金貸付金
中小企業振興資金貸付金
雪まつり委託料
商工組合中央金庫預託金

魚沼スカイライン開発組合負担金

　52，000
　60，000
　　6，000

1億oo，oco

　　6，534

一部事務組

合　関　係

広域事務組合負担金
衛生施設組合負担金

伝染病　　合負旦金

2億08，504

2億08，659

　　1956
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ンけ
域コミュニティのとりで

　市では市民の生涯教育の場、地域民の集いの場

としての地区公民館の施設整備を積極的に進めて

いますが、昨年1月に開館した中条地区公民館に

続き、このほど川治地区公民館が完成。4月8日

開館の運ぴとなりました。

　なお、この事業の補助申請にあたっては、城之

古工場団地に新増設された工場から大変ご協力を

いただきました。

ー
お
気
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ

　
急
ヒ
ッ
チ
で
改
築
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
川
治
地
区
公
民
館
は
、
総

事
業
費
一
億
二
百
七
十
六
万
五
千
円

で
河
内
町
地
内
に
こ
の
ほ
ど
完
成
。

四
月
八
日
開
館
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
こ
の
施
設
は
通
産
省
の
工

業
再
配
置
費
補
助
金
を
受
け
て
昨
年

七
月
着
工
し
た
も
の
で
す
。

　
旧
川
治
村
時
代
か
ら
の
老
朽
化
し

た
木
造
建
物
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
の
近
代
建
築
に
一
新
し
た

こ
の
公
民
館
は
、
住
民
の
茶
の
間
と

し
て
、
あ
る
い
は
文
化
教
養
の
場
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
地
城
の

み
な
さ
ん
か
ら
お
気
軽
に
利
用
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
と
し
よ
り
に
も
使
い
や
す
く

　
こ
の
施
設
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
と
り
で
と
し
て
入
口
を
ゆ
る
や

か
な
ス
ロ
ー
プ
に
し
て
入
り
や
す
く

い

し
て
あ
る
ほ
か
、
外
ば
き
の
ま
ま
出

入
り
で
き
ま
す
。
特
に
お
と
し
よ
り

や
身
体
の
不
自
由
な
方
に
も
使
い
や

す
い
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
一
階
に
は
、
焼
物
や
木
工
、
美
術
、

ま
た
お
と
し
よ
り
に
好
評
の
竹
細
工
、

ワ
ラ
細
工
な
ど
が
で
き
る
工
作
室
。

　
二
階
に
は
、
二
つ
の
浴
室
。
ス
テ

ー
ジ
付
三
十
帖
の
広
間
、
こ
こ
は
仕

切
っ
て
二
室
と
し
て
使
え
ま
す
し
、

十
帖
の
和
室
が
も
う
一
室
あ
り
ま
す
。

談
話
室
は
本
を
見
た
り
、
み
な
さ
ん

の
茶
の
間
と
し
て
気
軽
に
使
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
ソ
フ
ァ
ー
や
ス
ツ
ー

ル
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
三
階
は
主
に
学
級
、
講
座
、
講
習

な
ど
の
学
習
や
会
議
、
集
会
な
ど
の

場
所
で
す
．
学
習
室
は
映
写
が
で
き

る
よ
う
に
暗
幕
や
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど

を
設
備
し
て
お
り
、
講
堂
は
多
人
数

の
集
会
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
お

と
し
よ
り
の
軽
い
運
動
な
ど
多
目
的

な
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
屋
上
で
は
民
踊
や
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
夕
涼
み
な

ど
に
も
使
え
る
よ
う
照
明
や
ベ
ン
チ

を
考
え
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
食
生
活
改
普
に

　
　
　
　
　
　
調
理
実
習
室

休
館
日
月
曜
日
と
国
民
の
祝
日
の

翌
日
、
年
末
年
始
の
十
二
月
二
十
九

日
～
一
月
三
日
、
そ
の
他
特
別
の
事

由
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
定
め
た
日
。

利
用
の
方
法
直
接
川
治
地
区
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
使
用

日
の
三
ヵ
月
前
か
ら
受
付
け
ま
す
。
）

　
8
（
公
社
線
）
二
ー
二
一
二
一
三
番

　
　
（
有
　
線
）
　
三
八
七
一
七
番

浴
室
の
使
用
方
法

　
浴
室
の
使
用
は
、
午
後
一
時
～
午

後
七
時
、
原
則
と
し
て
五
人
以
上
の

申
し
込
み
に
限
り
ま
す
。
（
使
用
の
二

日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

物
晶
の
販
売
や
こ
れ
に
類
す
る

　
行
為
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法
等
は

　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

開
館
時
間
午
前
九
時
～
午
後
十
時
。

使
用
料

　
川
治
地
区
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
別
表
の
使
用
料
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使

用
料
を
減
免
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

老
人
の
た
め
に

　
　
　
浴
室
も
完
備

圏
　
た
だ
し
、
市
公
民
館
使
用
条
例
施

行
規
則
の
減
免
規
定
に
該
当
す
る
場

合
は
、
使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

施　設　名
午前
　9時～正午

午後

　1時～5時
夜間
　6時～10時

講　　　　　堂 1，000円 1，200円 1，500円
大　集　会　室
実　　習　　室 800円 1，000円 1，200円
小　集　会　室
会　　議　　　室

学　　習　　室
工　　　作　　　室

500円 600円 700円

100円

浴室（浴室利用1人につき下記金額を徴収します。）

　老人（60歳以上）　50円　その他
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グ
ラ
フ
と
図
表
で
み
る

叩

災害復旧
事業費
1．4％

》
豊
し
㊥
罪
蝶

　
　
去
る
三
月
四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
開
か
れ
た
市
議
会

　
　
第
一
回
定
例
会
で
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
が
き
ま
り

　
　
新
た
に
昭
和
五
十
二
年
度
市
政
の
ス
タ
ー
ト
が
き
ら

　
　
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、
一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
　
を
グ
ラ
フ
と
図
表
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

歳出性質別分析表
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貴
設
業
建
事
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2
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補
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その他0．1％

歳出を昨年に比べると

8
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希粥国県支出金

4億

7，332万

1千円
8，2％

5億

9，”0
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業
　
　
　
魯
【

農
林
水
産

地方交付税税市

衛
生
費

14億7，000万円

　　　25．4％

16億4、324万1千円

　　　　28．3％

総
務
費

3億7，177万円
　　6、4％

II4．378円

□　　
　
市
民
一
人
当
た
り
に

　
　
　
使
わ
れ
る
お
金

翻　　
　
市
民
一
人
当
た
り
が

　
　
　
負
担
す
る
お
金27、085円

89，798円
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何に一　使われるか

會　　1世帯当りでは　　　（II、968世帯）

教育費100，028円

民生費99，689円

土木費79，765円

総務費53，804円

衛生費31，849円
農林水産業費　29，874円

商工費22，066円

消防費17，325円

労働費　5，768円

12億

10億

8億

6億

4億

2億

土
木
費

民
生
費

教
育
費

52年51年50年

予算の主な使獅みち、讐黎屡壽度

　　　　　　　　　　　　　単位千円
費　目 主　な　る　事　業 予算額

教育費関係

大池小・飛一小池谷分校改築工事
東小プール建設費及び貯油タンク工事

南中、中条中増改築工事
博物館建設工事
下条地区公民館建築工事
スポーツ・レクリェーション広場造成事業

市民体育館屋根張替工事
市民総合ゲラウンド造成工事
名ケ山小給食室改修工事

　20，023
　27，072
1億86，568

2億40，400

　85，000
　26，200
　21，㎜
　　6，400

　　3，319

民生費関係

老人医療費

老人生きがい対策費
精神薄弱者援，瀧措置費

身体障害者福祉費
児童措置費

へき地保育所委託料
保育所建設費
生活保護費（扶助費のみ）

1億45，530

　　8，272

　32，358
　34，480
2億36，282

　90，196
　33，174
2億39，779

士木費関係

市道改良舗装工事
市道舗装用原材料
道路除雪費

基礎集落圏防雪体制整備事業
（都計）街路事業

公園造成事業

国県道改良事業負担金
踏切工事負担金
下水道事業（一般会計繰出金）

2億85，600

　38．500
1億92，061

　34，150
　70，000
　14，860
　12，000
　12，000
1億06，195

総務費関係

庁舎前及び駐車場消雪施設工事
マイクロバス購入
交通安全対策費

吉田集会所建設事業

16，194

5，400

44，317

32，556

衛生費関係

成人病予防対策費
妊産婦乳児医療助成費

公害対策費

防疫薬剤購入補助

へき地医療対策費

4，036

13，335

22，418

3，070

10，328

農林水産業

費　関　係

土地改良事業補助金
圃場整備事業費

国土調査費

苗場山麓開発事業費
林道開設事業

21，000

25，321

47，925

15，764

43，405

商工費関係

産業育成資金貸付金
中小企業振興資金貸付金
雪まつり委託料
商工組合中央金庫預託金

魚沼スカイライン開発組合負担金

　52，000
　60，000
　　6，000

1億oo，oco

　　6，534

一部事務組

合　関　係

広域事務組合負担金
衛生施設組合負担金

伝染病　　合負旦金

2億08，504

2億08，659

　　1956
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（
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）
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の
販
売
や
こ
れ
に
類
す
る

　
行
為
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法
等
は

　
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

開
館
時
間
午
前
九
時
～
午
後
十
時
。

使
用
料

　
川
治
地
区
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
別
表
の
使
用
料
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使

用
料
を
減
免
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

老
人
の
た
め
に

　
　
　
浴
室
も
完
備

圏
　
た
だ
し
、
市
公
民
館
使
用
条
例
施

行
規
則
の
減
免
規
定
に
該
当
す
る
場

合
は
、
使
用
料
を
減
免
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

施　設　名
午前
　9時～正午

午後

　1時～5時
夜間
　6時～10時

講　　　　　堂 1，000円 1，200円 1，500円
大　集　会　室
実　　習　　室 800円 1，000円 1，200円
小　集　会　室
会　　議　　　室

学　　習　　室
工　　　作　　　室

500円 600円 700円

100円

浴室（浴室利用1人につき下記金額を徴収します。）

　老人（60歳以上）　50円　その他
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旭
ヶ
丘
団
地
は
、
国
鉄
魚
沼
中
条

駅
よ
り
東
側
の
高
台
に
位
置
し
、
緑

に
囲
ま
れ
た
快
適
地
で
、
信
濃
川
を

眼
下
に
し
た
閑
静
な
住
宅
地
で
す
。

新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
分
譲
住
宅
を
募
集
し
ま
す
。

＊
募
集
期
間

　
四
月
十
八
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

で
。＊
募
集
戸
数
…
…
二
十
七
戸

米
積
立
分
譲
（
五
十
三
年
十
一
月
中

旬
住
宅
引
渡
し
）
九
戸

米
生
命
保
険
付
分
譲
（
五
十
二
年
十

』
一
月
中
旬
住
宅
引
渡
し
）
十
八
戸

米
ど
ち
ら
も
宅
地
付
き
で
分
譲
す
る

も
の
で
す
。

積
立
分
譲
と
は
…
－
分
譲
予
定

価
格
（
土
地
及
び
建
物
費
用
を
合
算

し
た
も
の
）
よ
り
住
宅
金
融
公
庫
融

資
額
を
引
い
た
金
額
（
頭
金
ま
た
は

自
己
資
金
）
を
一
年
半
の
期
間
中
、

、
』
～
四
回
に
分
け
て
積
立
て
て
い
た

だ
き
、
満
期
に
な
る
と
住
宅
引
渡
し

す
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
自
己
資
金
が
不
足
さ
れ
る

方
に
は
、
公
社
で
補
足
立
替
え
い
た

し
ま
す
。

生
命
保
険
付
分
譲
と
は

公
社
が
生
命
保
険
会
社
か
ら
借
り

　
響

入
れ
し
て
、
分
譲
希
望
者
に
最
高
六

百
万
円
を
限
度
に
融
資
し
分
譲
す
る

も
の
で
す
。
分
譲
に
あ
た
っ
て
は
、

分
譲
予
定
価
格
（
土
地
、
建
物
費
を

合
算
し
た
も
の
）
か
ら
右
融
資
額
を

差
引
い
た
残
額
（
自
己
資
金
）
を
募

集
時
の
契
約
時
に
二
分
の
一
を
、
住

宅
引
渡
し
時
に
そ
の
残
額
を
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
分

譲
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
公
社
指
定

の
生
命
保
険
に
加
入
し
て
も
ら
っ
て

融
資
額
の
償
還
に
あ
て
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
先
行
き
安
心
で
き
る
も

の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ρ
θ
占
灘
、

　
　
4
4

e
》
“
“
々
矛
、

》
キ
煮
o
哲
”

　
　
　
も
u
、

分
譲
希
望
の
方
へ

積
立
分
譲
の
場
合

　
申
込
資
格
…
8
自
ら
居
住
す
る
た

億
鯨

巽」

め
、
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
で
同
居

親
族
の
あ
る
方
（
生
保
同
）
口
、
住

宅
を
取
得
す
る
た
め
、
住
宅
金
融
公

庫
の
融
資
を
必
要
と
す
る
方
で
返
済

が
確
実
に
で
き
る
方
。
国
、
確
実
な

保
証
人
の
あ
る
方
（
申
込
み
者
と
同

等
以
上
の
収
入
の
あ
る
方
で
県
内
に

居
住
し
て
い
る
方
）
四
、
頭
金
の
納

入
が
確
実
に
で
き
る
方
．
田
日
本
国

籍
の
あ
る
方
。

生
命
保
険
付
分
譲
の
場
合

　
申
込
資
格
…
H
、
自
ら
居
住
す
る

た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
．
口
、

年
令
は
、
二
十
五
歳
か
ら
五
十
歳
ま

で
の
方
。
（
男
女
は
問
わ
な
い
）

日
、
分
譲
代
金
の
支
払
い
が
確
実
に

で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方
。
四
、
分

譲
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
同
居

者
以
外
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
（
満

五
十
五
歳
以
下
で
県
内
に
居
住
し
、

譲
受
人
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
収
入

の
あ
る
方
）
を
二
名
た
て
ら
れ
る
方
．

国
、
自
己
資
金
を
公
社
で
指
定
し
た

期
日
圭
で
に
納
人
で
き
る
方
．
因
、

住
宅
の
引
渡
し
を
受
け
て
か
ら
す
み

や
か
に
人
居
で
き
る
方
　
囮
、
融
資

金
を
借
入
れ
す
る
場
合
、
そ
の
収
入

基
準
を
満
た
し
て
い
る
方
で
富
国
生

命
保
険
相
互
会
社
の
「
生
活
安
定
H

型
（
災
害
保
障
特
約
付
）
」
に
加
入
で

き
る
方
．
、
囚
、
日
本
国
籍
を
有
す
る

」
万
．

融
資
額
及
び

　
　
　
償
還
方
法
等

譲
渡
予
定
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
均
）

案内図

市
　
道

栗　囚　図
生　保 積　立 譲　　舞欝鉦

季綴墾
定盛輸
一価　　籍一生ゲ
霧格　　勧縮誌
）　　　　　　　　　る　で　H　生　入　資

晒
万
円

870
万
円

定譲

価渡

格予

一
中条駅まで徒歩8分
バス停（中条公民館）約7分

中条小学校　　約15分
中条中学校　　約10分

202㎡ 241㎡ 土地

県道中条田川線
69．5㎡

4DK
89．8㎡

5DK
建
物

最
明
寺
川

至下条
そ　」）　他 収人基準 償還方法・期間 利　率 融資額色沼中条駅

至十日町
・公社び）補足立替

制度利用可能
（土地建物）設定

年間収入

193万円

・元利均等毎月
払い（ボーナ
ス併用可）

・木造プレハブ

　18年
・耐火……35年

年
5．5％

（
住
宅
金
磁
440万円

公
庫
）

積
立
分
譲

117号

F…≡i≡一一一

口案翻区　　　　中条中＠
　一　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＝」一二一

』＝二ま信
≡＝i「＝【

　　　　｛　　　　　一　濃　　　川…達≡

　　　一
・公社び）補足立替

金は利用できま
せん。

年間収人

216ノ∫円

・禾IL自、と元金び）

半額は20年間
元利均等毎月
払い
・元金び）半額は
20年び）生命保
険に加入して
償還

年8％

径
毒最高
給
公 600ノ∫円

竺

生
命
保
険
付
分
譲

◎
公
社
補
足
立
替
金
は
・

■
立
替
額

　
分
譲
価
格
の
九
十
暫
に

相
当
す
る
額
か
ら
住
宅
金

融
公
庫
融
資
額
を
差
引
い

た
額
以
内
と
し
、
三
百
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

巳
期
　
間
…
－
…
…
十
年

■
利
　
率
…
…
…
年
六
育

■
償
還
方
法

　
元
利
均
等
毎
月
払
い
と

ボ
ー
ナ
ス
払
い
（
年
二
回
）

の
併
用

■
立
替
要
件

　
一
定
の
収
入
基
準
以
上

の
収
入
が
あ
る
方
を
対
象
．

四
月
二
十
日
午
後
一
時
半

市
役
所
第
一
会
議
室
で
行

な
い
ま
す
。

曝
モ榊
◎
く
わ
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ

榊
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

δ
ご
墨
の
方
は
・
市
役

軸
所
開
発
課
唇
七
－
三
一
一

　
一
番
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

■お問い合せ及び受付場所は…

十日町市役所開発課来盈（02575）7－3111番／◎新潟県住宅供給公社分譲課米盈（0252）66－0181番㈹

（第3種郵便物認可）昭和52年4月10日

こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
　
　
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
は
元
気
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
た

　
　
の
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ば
か
り
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
先
き
は
、
戸
外
で
遊
ぶ
幼
児
が

幼
鑛
雛
獲
護
に
拳
ぬ
か
，
　
増
え
ま
す
．
家
庭
や
社
会
で
特
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
の
こ
と
を
注
意
し
合
い
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
痛
ま
し
い
悲
劇
を
二
度
と
繰
り

　
こ
ど
も
、
特
に
幼
児
の
水
死
事
故

や
交
通
事
故
は
、
例
年
春
の
農
繁
期

に
あ
た
る
四
月
下
旬
頃
か
ら
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
年
は
こ
の
融
雪
期
を

中
心
に
、
流
雪
溝
に
落
ち
る
な
ど
の

事
故
が
二
件
、
ま
た
車
輔
の
か
げ
か

ら
の
飛
び
出
し
事
故
二
件
と
、
こ
ど

も
（
幼
児
）
の
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。

返
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
▼
側
溝
や
小
河
川
で
も
雪
溶
け
で

増
水
し
て
い
ま
す
．
幼
児
の
一
人
遊

び
や
、
幼
児
が
仲
間
と
遊
ん
で
い
る

と
き
で
も
、
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
し
み
渡
り
な
ど
雪
遊
び
は
、
思

わ
ぬ
空
洞
が
あ
っ
た
り
し
て
危
険
で

す
．
家
庭
で
十
分
注
意
す
る
よ
う
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
幼
児
の
事
故
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
家
庭
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
起

き
て
い
ま
す
。
危
険
と
思
わ
れ
る
場

所
に
対
し
て
は
、
徹
底
し
た
防
護
措

置
を
と
る
と
同
時
に
、
幼
児
が
危
険

な
場
所
に
近
づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ

せ
な
い
よ
う
家
庭
の
監
視
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
▼
新
入
学
（
園
）
時
期
な
ど
に
加

え
て
、
こ
ど
も
の
屋
外
活
動
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故

の
大
半
が
飛
び
出
し
に
よ
る
も
の
で

す
．
十
分
な
監
護
と
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
一
声
か
け
運
動
を

　
こ
ど
も
の
事
故
は
、
お
と
な
の
責

任
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　
一
般
に
は
、
自
分
の
こ
ど
も
の
こ

と
に
つ
い
て
、
他
人
か
ら
と
や
か
く

い
わ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い
傾
向
が

雛
雛
騰
餅
’

鷺購、

騎
罫
、

　
　
毒
穀
鰍
燦
鱗
穣
談
窒
、

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
の

こ
ど
も
が
危
な
い
遊
び
を
し
て
い
る

現
場
を
み
る
と
、
大
声
で
注
意
す
る

反
面
、
他
人
の
こ
ど
も
で
す
と
素
知

ら
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
た
と
き
、

道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
こ
の

こ
ど
も
で
あ
ろ
う
と
一
声
か
け
て
注

音
心
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
切
（
リ
・
取
b
：
て
柔
だ
さ
小
；
：
：
：
：
－
：
：
：
：
：
：
メ

　　　　犬の登録と注射についてお知らせ
　昭和52年犬の登録及び第1回狂犬病予防注射を、裏面日程表σ）
とおり実施しますので必ず受けてください。

　★生後3ヶ月以上の犬は登録と注射が義務づけられ
　　ています。
　★犬はしっかりとつないで飼ってください。
　★犬は終生責任をもって飼うとともに、訓練に努め
　　てください。

　　　　　　　　　　　52年度犬の登録注射申込書

飼主の部落（町名

飼主名（世帯主）

犬　の　種　類

犬　の　年　令 才　　　ケ月

毛　　　　　色

犬　の　性　別 おす　・め一す

犬　の　名　前

犬　の　体格 大・中・小

騰会場に持参する

　もの
①右の申込書（数頭い

　る人は別紙をつく一・

　てお持ちください。）

②印　鑑

③登録注射料金

　1，090円（つり銭の

　いらないように）

とおゴ『』β3（5）

市役所関係人事異動
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4月1日付）

課長級（カッコ内は旧任）

○企画財政課長／本田欣二郎（開発課長）　O建設課長／

上村政基（企画財政課長）　O開発課長／金沢重夫（同補

佐）　○商工課長／服部泰（教委庶務課長）　O議会事務局

長／近藤哲雄（商工課長）　○教委庶務課長／太田道夫

（総務課長補佐〉　○同社会教育課長／根津史郎（企画財

政課長補佐）　O同公民館長／田村達夫（同館長兼社会教

育課長）　○同学校教育課長／白岩俊夫（津南地区指導主

事）　○同学校給食共同調理場長／樋口忠晴（税務課固定

資産税係長）　○勤労青少年ホーム館長／山田熊治（十日

町市・川西町衛生施設組合次長）　○社会福祉事務所参事

次長／上村国雄（同次長）　○農委事務局参事・次長／庭

野光夫（同次長）　〇十日町地域広域事務組合消防本部次

長／上村安輝（建設課長）　○同消防署長兼警防課長／小

岸清（同次席兼予防課長）　O同消防署次席兼総務課長／

川上三男三（同総務課長）　○同消防署予防課長／藤田徳

治（同補佐）　O同総務部長／牧野健（同次長）　〇十日町

市・川西町衛生施設組合次長兼業務課長／関口秀夫（環

境課長補佐）
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を

　市議会第1回定例会は、去る3月4日～18日まで開か

れました。

　審議された主三な議案は、十日町市市政事務嘱託員設置

条例等σ） 4部を改正する条例制定について。十日町市奨

学金貸与条例び）…部を改正する条例制定に／）いて。十日

町市市営住宅条例4）…部を改正する条例制定について。

昭和51年度十日町市…般会計補正予算。昭和52年度十日

町市一般会計予算などです。

　奨学金貸与条例の一部改正については、昭和52年4月

1日から高校・高専に／）いては、3千円を5千円に、短

大・大学については6千円を1万1千円に貸与額を引き

上げたものです。

　また、昭和51年度の一般会計補正予算では、歳入歳出

それぞれ1，979万円を追加し、歳入歳出予算総額を50億

9，950万9千円としました。

　歳出の主なものは、退職手当、児童措置費措置委託

料、診療所特別会計繰出金、市道改良舗装工事費及び用

地買収費、除雪費関係となっています．

　
社
労
士
資
格
試
験

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
日
本
経
営
実
務
協
会
主
催
の
社
会

保
険
労
務
士
資
格
試
験
の
受
験
対
策

講
習
会
と
人
事
労
務
担
当
者
研
修
会

が
つ
ぎ
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
　
新
潟
市
花
園
町
一
丁
目

新
潟
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
駅

前
）　
参
加
料
　
一
名
に
つ
き
一
万
二
千

円
（
テ
キ
ス
ト
共
）

　
日
時
　
五
月
五
日
午
前
十
時
～
五

時
、
五
月
六
日
午
前
十
時
～
四
時

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務

局
へ
（
8
（
旦
杢
）
二
四
－
四
七
〇
七
番
）



略
内
℃

（4）とお∬伊豊

璽

鱒
ぎ

澹
薯

（第3種郵便物認可）昭和52年4月10目

　
旭
ヶ
丘
団
地
は
、
国
鉄
魚
沼
中
条

駅
よ
り
東
側
の
高
台
に
位
置
し
、
緑

に
囲
ま
れ
た
快
適
地
で
、
信
濃
川
を

眼
下
に
し
た
閑
静
な
住
宅
地
で
す
。

新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
分
譲
住
宅
を
募
集
し
ま
す
。

＊
募
集
期
間

　
四
月
十
八
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

で
。＊
募
集
戸
数
…
…
二
十
七
戸

米
積
立
分
譲
（
五
十
三
年
十
一
月
中

旬
住
宅
引
渡
し
）
九
戸

米
生
命
保
険
付
分
譲
（
五
十
二
年
十

』
一
月
中
旬
住
宅
引
渡
し
）
十
八
戸

米
ど
ち
ら
も
宅
地
付
き
で
分
譲
す
る

も
の
で
す
。

積
立
分
譲
と
は
…
－
分
譲
予
定

価
格
（
土
地
及
び
建
物
費
用
を
合
算

し
た
も
の
）
よ
り
住
宅
金
融
公
庫
融

資
額
を
引
い
た
金
額
（
頭
金
ま
た
は

自
己
資
金
）
を
一
年
半
の
期
間
中
、

、
』
～
四
回
に
分
け
て
積
立
て
て
い
た

だ
き
、
満
期
に
な
る
と
住
宅
引
渡
し

す
る
制
度
で
す
。

　
な
お
、
自
己
資
金
が
不
足
さ
れ
る

方
に
は
、
公
社
で
補
足
立
替
え
い
た

し
ま
す
。

生
命
保
険
付
分
譲
と
は

公
社
が
生
命
保
険
会
社
か
ら
借
り

　
響

入
れ
し
て
、
分
譲
希
望
者
に
最
高
六

百
万
円
を
限
度
に
融
資
し
分
譲
す
る

も
の
で
す
。
分
譲
に
あ
た
っ
て
は
、

分
譲
予
定
価
格
（
土
地
、
建
物
費
を

合
算
し
た
も
の
）
か
ら
右
融
資
額
を

差
引
い
た
残
額
（
自
己
資
金
）
を
募

集
時
の
契
約
時
に
二
分
の
一
を
、
住

宅
引
渡
し
時
に
そ
の
残
額
を
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
分

譲
を
ご
利
用
の
方
に
は
、
公
社
指
定

の
生
命
保
険
に
加
入
し
て
も
ら
っ
て

融
資
額
の
償
還
に
あ
て
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
先
行
き
安
心
で
き
る
も

の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ρ
θ
占
灘
、

　
　
4
4

e
》
“
“
々
矛
、

》
キ
煮
o
哲
”

　
　
　
も
u
、

分
譲
希
望
の
方
へ

積
立
分
譲
の
場
合

　
申
込
資
格
…
8
自
ら
居
住
す
る
た

億
鯨

巽」

め
、
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
で
同
居

親
族
の
あ
る
方
（
生
保
同
）
口
、
住

宅
を
取
得
す
る
た
め
、
住
宅
金
融
公

庫
の
融
資
を
必
要
と
す
る
方
で
返
済

が
確
実
に
で
き
る
方
。
国
、
確
実
な

保
証
人
の
あ
る
方
（
申
込
み
者
と
同

等
以
上
の
収
入
の
あ
る
方
で
県
内
に

居
住
し
て
い
る
方
）
四
、
頭
金
の
納

入
が
確
実
に
で
き
る
方
．
田
日
本
国

籍
の
あ
る
方
。

生
命
保
険
付
分
譲
の
場
合

　
申
込
資
格
…
H
、
自
ら
居
住
す
る

た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
．
口
、

年
令
は
、
二
十
五
歳
か
ら
五
十
歳
ま

で
の
方
。
（
男
女
は
問
わ
な
い
）

日
、
分
譲
代
金
の
支
払
い
が
確
実
に

で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方
。
四
、
分

譲
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
同
居

者
以
外
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
（
満

五
十
五
歳
以
下
で
県
内
に
居
住
し
、

譲
受
人
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
収
入

の
あ
る
方
）
を
二
名
た
て
ら
れ
る
方
．

国
、
自
己
資
金
を
公
社
で
指
定
し
た

期
日
圭
で
に
納
人
で
き
る
方
．
因
、

住
宅
の
引
渡
し
を
受
け
て
か
ら
す
み

や
か
に
人
居
で
き
る
方
　
囮
、
融
資

金
を
借
入
れ
す
る
場
合
、
そ
の
収
入

基
準
を
満
た
し
て
い
る
方
で
富
国
生

命
保
険
相
互
会
社
の
「
生
活
安
定
H

型
（
災
害
保
障
特
約
付
）
」
に
加
入
で

き
る
方
．
、
囚
、
日
本
国
籍
を
有
す
る

」
万
．

融
資
額
及
び

　
　
　
償
還
方
法
等

譲
渡
予
定
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
均
）

案内図

市
　
道

栗　囚　図
生　保 積　立 譲　　舞欝鉦

季綴墾
定盛輸
一価　　籍一生ゲ
霧格　　勧縮誌
）　　　　　　　　　る　で　H　生　入　資

晒
万
円

870
万
円

定譲

価渡

格予

一
中条駅まで徒歩8分
バス停（中条公民館）約7分

中条小学校　　約15分
中条中学校　　約10分

202㎡ 241㎡ 土地

県道中条田川線
69．5㎡

4DK
89．8㎡

5DK
建
物

最
明
寺
川

至下条
そ　」）　他 収人基準 償還方法・期間 利　率 融資額色沼中条駅

至十日町
・公社び）補足立替

制度利用可能
（土地建物）設定

年間収入

193万円

・元利均等毎月
払い（ボーナ
ス併用可）

・木造プレハブ

　18年
・耐火……35年

年
5．5％

（
住
宅
金
磁
440万円

公
庫
）

積
立
分
譲

117号

F…≡i≡一一一

口案翻区　　　　中条中＠
　一　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＝」一二一

』＝二ま信
≡＝i「＝【

　　　　｛　　　　　一　濃　　　川…達≡

　　　一
・公社び）補足立替

金は利用できま
せん。

年間収人

216ノ∫円

・禾IL自、と元金び）

半額は20年間
元利均等毎月
払い
・元金び）半額は
20年び）生命保
険に加入して
償還

年8％

径
毒最高
給
公 600ノ∫円

竺

生
命
保
険
付
分
譲

◎
公
社
補
足
立
替
金
は
・

■
立
替
額

　
分
譲
価
格
の
九
十
暫
に

相
当
す
る
額
か
ら
住
宅
金

融
公
庫
融
資
額
を
差
引
い

た
額
以
内
と
し
、
三
百
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

巳
期
　
間
…
－
…
…
十
年

■
利
　
率
…
…
…
年
六
育

■
償
還
方
法

　
元
利
均
等
毎
月
払
い
と

ボ
ー
ナ
ス
払
い
（
年
二
回
）

の
併
用

■
立
替
要
件

　
一
定
の
収
入
基
準
以
上

の
収
入
が
あ
る
方
を
対
象
．

四
月
二
十
日
午
後
一
時
半

市
役
所
第
一
会
議
室
で
行

な
い
ま
す
。

曝
モ榊
◎
く
わ
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ

榊
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

δ
ご
墨
の
方
は
・
市
役

軸
所
開
発
課
唇
七
－
三
一
一

　
一
番
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

■お問い合せ及び受付場所は…

十日町市役所開発課来盈（02575）7－3111番／◎新潟県住宅供給公社分譲課米盈（0252）66－0181番㈹

（第3種郵便物認可）昭和52年4月10日

こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
　
　
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
は
元
気
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
た

　
　
の
に
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ば
か
り
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
先
き
は
、
戸
外
で
遊
ぶ
幼
児
が

幼
鑛
雛
獲
護
に
拳
ぬ
か
，
　
増
え
ま
す
．
家
庭
や
社
会
で
特
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
の
こ
と
を
注
意
し
合
い
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
痛
ま
し
い
悲
劇
を
二
度
と
繰
り

　
こ
ど
も
、
特
に
幼
児
の
水
死
事
故

や
交
通
事
故
は
、
例
年
春
の
農
繁
期

に
あ
た
る
四
月
下
旬
頃
か
ら
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
年
は
こ
の
融
雪
期
を

中
心
に
、
流
雪
溝
に
落
ち
る
な
ど
の

事
故
が
二
件
、
ま
た
車
輔
の
か
げ
か

ら
の
飛
び
出
し
事
故
二
件
と
、
こ
ど

も
（
幼
児
）
の
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。

返
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
▼
側
溝
や
小
河
川
で
も
雪
溶
け
で

増
水
し
て
い
ま
す
．
幼
児
の
一
人
遊

び
や
、
幼
児
が
仲
間
と
遊
ん
で
い
る

と
き
で
も
、
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
し
み
渡
り
な
ど
雪
遊
び
は
、
思

わ
ぬ
空
洞
が
あ
っ
た
り
し
て
危
険
で

す
．
家
庭
で
十
分
注
意
す
る
よ
う
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
幼
児
の
事
故
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
家
庭
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
起

き
て
い
ま
す
。
危
険
と
思
わ
れ
る
場

所
に
対
し
て
は
、
徹
底
し
た
防
護
措

置
を
と
る
と
同
時
に
、
幼
児
が
危
険

な
場
所
に
近
づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ

せ
な
い
よ
う
家
庭
の
監
視
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
▼
新
入
学
（
園
）
時
期
な
ど
に
加

え
て
、
こ
ど
も
の
屋
外
活
動
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故

の
大
半
が
飛
び
出
し
に
よ
る
も
の
で

す
．
十
分
な
監
護
と
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
一
声
か
け
運
動
を

　
こ
ど
も
の
事
故
は
、
お
と
な
の
責

任
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　
一
般
に
は
、
自
分
の
こ
ど
も
の
こ

と
に
つ
い
て
、
他
人
か
ら
と
や
か
く

い
わ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い
傾
向
が

雛
雛
騰
餅
’

鷺購、

騎
罫
、

　
　
毒
穀
鰍
燦
鱗
穣
談
窒
、

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
の

こ
ど
も
が
危
な
い
遊
び
を
し
て
い
る

現
場
を
み
る
と
、
大
声
で
注
意
す
る

反
面
、
他
人
の
こ
ど
も
で
す
と
素
知

ら
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
た
と
き
、

道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
こ
の

こ
ど
も
で
あ
ろ
う
と
一
声
か
け
て
注

音
心
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
切
（
リ
・
取
b
：
て
柔
だ
さ
小
；
：
：
：
：
－
：
：
：
：
：
：
メ

　　　　犬の登録と注射についてお知らせ
　昭和52年犬の登録及び第1回狂犬病予防注射を、裏面日程表σ）
とおり実施しますので必ず受けてください。

　★生後3ヶ月以上の犬は登録と注射が義務づけられ
　　ています。
　★犬はしっかりとつないで飼ってください。
　★犬は終生責任をもって飼うとともに、訓練に努め
　　てください。

　　　　　　　　　　　52年度犬の登録注射申込書

飼主の部落（町名

飼主名（世帯主）

犬　の　種　類

犬　の　年　令 才　　　ケ月

毛　　　　　色

犬　の　性　別 おす　・め一す

犬　の　名　前

犬　の　体格 大・中・小

騰会場に持参する

　もの
①右の申込書（数頭い

　る人は別紙をつく一・

　てお持ちください。）

②印　鑑

③登録注射料金

　1，090円（つり銭の

　いらないように）

とおゴ『』β3（5）

市役所関係人事異動
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4月1日付）

課長級（カッコ内は旧任）

○企画財政課長／本田欣二郎（開発課長）　O建設課長／

上村政基（企画財政課長）　O開発課長／金沢重夫（同補

佐）　○商工課長／服部泰（教委庶務課長）　O議会事務局

長／近藤哲雄（商工課長）　○教委庶務課長／太田道夫

（総務課長補佐〉　○同社会教育課長／根津史郎（企画財

政課長補佐）　O同公民館長／田村達夫（同館長兼社会教

育課長）　○同学校教育課長／白岩俊夫（津南地区指導主

事）　○同学校給食共同調理場長／樋口忠晴（税務課固定

資産税係長）　○勤労青少年ホーム館長／山田熊治（十日

町市・川西町衛生施設組合次長）　○社会福祉事務所参事

次長／上村国雄（同次長）　○農委事務局参事・次長／庭

野光夫（同次長）　〇十日町地域広域事務組合消防本部次

長／上村安輝（建設課長）　○同消防署長兼警防課長／小

岸清（同次席兼予防課長）　O同消防署次席兼総務課長／

川上三男三（同総務課長）　○同消防署予防課長／藤田徳

治（同補佐）　O同総務部長／牧野健（同次長）　〇十日町

市・川西町衛生施設組合次長兼業務課長／関口秀夫（環

境課長補佐）
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を

　市議会第1回定例会は、去る3月4日～18日まで開か

れました。

　審議された主三な議案は、十日町市市政事務嘱託員設置

条例等σ） 4部を改正する条例制定について。十日町市奨

学金貸与条例び）…部を改正する条例制定に／）いて。十日

町市市営住宅条例4）…部を改正する条例制定について。

昭和51年度十日町市…般会計補正予算。昭和52年度十日

町市一般会計予算などです。

　奨学金貸与条例の一部改正については、昭和52年4月

1日から高校・高専に／）いては、3千円を5千円に、短

大・大学については6千円を1万1千円に貸与額を引き

上げたものです。

　また、昭和51年度の一般会計補正予算では、歳入歳出

それぞれ1，979万円を追加し、歳入歳出予算総額を50億

9，950万9千円としました。

　歳出の主なものは、退職手当、児童措置費措置委託

料、診療所特別会計繰出金、市道改良舗装工事費及び用

地買収費、除雪費関係となっています．

　
社
労
士
資
格
試
験

　
　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
日
本
経
営
実
務
協
会
主
催
の
社
会

保
険
労
務
士
資
格
試
験
の
受
験
対
策

講
習
会
と
人
事
労
務
担
当
者
研
修
会

が
つ
ぎ
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
　
新
潟
市
花
園
町
一
丁
目

新
潟
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
駅

前
）　
参
加
料
　
一
名
に
つ
き
一
万
二
千

円
（
テ
キ
ス
ト
共
）

　
日
時
　
五
月
五
日
午
前
十
時
～
五

時
、
五
月
六
日
午
前
十
時
～
四
時

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務

局
へ
（
8
（
旦
杢
）
二
四
－
四
七
〇
七
番
）
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大
型
店
舗
対
策
要
綱
を
施
行

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一

日
k
り
「
レ
日
町
市
大
型
店
舗
対
策

要
綱
」
を
施
行
す
る
．
；
　
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
型
店
舗
の
出
店
に
当

、
て
消
費
者
利
益
の
保
護
に
配
慮
し

㌦
つ
、
大
型
店
舗
に
お
け
う
小
売
業

ご
周
還
の
中
小
小
売
業
の
事
業
活
動

の
機
会
の
適
正
な
確
保
を
図
り
、
地

域
商
業
の
健
全
な
発
展
を
期
す
二
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す

　
要
綱
で
は
、
大
型
店
舗
の
出
店
に

係
る
諸
問
題
を
調
査
、
研
究
し
、
基

本
的
な
対
策
を
協
議
す
る
た
め
、
大

型
店
舗
対
策
協
議
会
（
庶
務
は
商
工

課
）
を
設
置
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ

い
て
協
議
す
る
と
し
て
い
ま
す
．
、

ガ
し
こ
い
消
馨
⑳

　
も

　
　
　
分
離
す
る
マ
ヨ
ネ
ー

　
　
　
　
冷
蔵
庫
な
ど
に
保
存
し
て

　
　
　
い
る
う
ち
に
油
相
部
分
と
水

　
ジ

　
　
　
相
部
分
が
分
離
し
て
し
ま
っ

　
　
　
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
e

　
　
　
　
マ
ヨ
ネ
ー
ス
は
温
度
が
○

　
　
　
℃
以
下
に
な
っ
た
時
、
通
部

　
　
　
と
水
溶
部
と
の
凍
結
温
度
の

ら
　
難
讐

蒲
　
灘
嬌

彦
〃
鍵
轟
恥

　
ω
大
型
店
舗
対
策
に
係
る
基
本
的

な
事
項
に
関
す
る
こ
と
．
、

　
働
中
規
模
店
舗
の
出
店
に
係
る
指

導
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る

二
と
。

　
個
中
小
小
売
業
の
近
代
化
及
び
》
、

の
育
成
に
関
す
る
．
〕
と
．

　
凶
商
店
街
の
近
代
化
及
び
そ
の
発

展
に
関
す
る
．
一
と
。

　
㈲
そ
の
他
大
型
店
舗
対
策
を
推
進

す
る
た
め
必
要
な
事
項
に
関
す
る
．
｝

レ
」
っ
　
こ
の
ほ
か
、
中
規
模
店
舗
（
店
舗

面
積
千
五
百
平
方
眉
未
満
）
を
新
設

又
は
増
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
開

店
日
の
六
ヵ
月
前
ま
で
に
、
中
規
模

店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
営
も
う
と

す
る
者
は
、
そ
の
営
業
開
始
日
の
四

ヵ
月
前
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
市
長
へ

の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
公
民
館
利
用
団
体
の

　
　
　
　
　
申
し
込
み
を
ー

　
　
　
　
訟

　
　
　
　
　
9

辰
喜

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
団
体
、

グ
ル
ー
プ
等
に
会
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
、
市
公
民
館
（
本
館
）
を

毎
月
一
回
以
上
定
期
的
に
使
用
し
て
、

学
習
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た
い
団

体
、
グ
ル
ー
プ
の
利
胴
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
．

　
利
用
希
望
の
団
体
等
の
代
表
者
の

方
は
、
四
月
二
十
日
（
水
）
ま
で
に

市
公
民
館
事
務
室
に
お
い
で
く
だ
さ

昭
和
52
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
を
開
催

　
日
時
（
予
定
）
…
四
月
十
五
日
囲
．

六
月
十
五
日
困
・
九
月
十
六
日
團
．

十
一
月
十
六
日
困
　
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

　
場
所
…
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手

通
一
丁
目
）

　
持
参
す
る
も
の
…
■
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
■
所
轄
警

察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣

類
発
見
届
出
受
理
証
■
登
録
手
数
料

一
件
に
つ
き
五
百
円
（
新
潟
県
収
入

証
紙
で
納
入
）
■
印
鑑

　
そ
の
他
…
登
録
審
査
会
で
登
録
手

続
等
を
行
う
者
は
、
登
録
申
請
者
本

人
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
事

情
に
よ
り
代
人
が
行
う
場
合
は
、
登

録
申
請
者
の
家
族
ま
た
は
責
任
あ
る

者
が
行
う
こ
と
．
■
銃
砲
刀
剣
類
を

持
参
す
る
場
合
は
、
包
装
に
十
分
注

意
し
危
険
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
市
民
会
館
へ
　
▼
ナ
ツ
メ
・
愛
好

会
（
会
長
・
丸
山
秀
二
）
　
マ
イ
ク

・
ホ
ン
ニ
本
（
四
万
六
千
円
相
当
）

　
社
会
福
祉
事
業
へ
　
▼
十
日
町
市

農
業
協
同
組
合
　
二
万
円
　
▼
十
日

町
地
区
同
盟
　
四
万
千
九
百
十
二
円

　
▼
小
海
一
良
（
春
日
町
一
）
　
四
万

円
（
香
典
返
し
）
　
▼
山
田
英
吉
（
上

新
田
）
五
百
五
円
　
▼
蕪
木
ト
ミ

　
（
学
校
町
〉
五
千
円
　
▼
う
し
と
ら

会
　
一
万
円
（
雪
ま
つ
り
売
店
利
益
）

▼
馬
場
小
学
校
職
員
一
同
　
四
千
円

▼
十
日
町
水
道
工
業
有
志
　
一
万
八

千
七
百
十
五
円
　
▼
匿
名
二
件
　
二

万
五
白
円
　
▼
庭
野
利
一
（
田
川
町

一
）
一
万
円
（
香
典
返
し
）

　
ト
ル
コ
地
震
救
援
金
　
▼
十
日
町

小
学
校
五
年
二
組
六
百
一
円

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
四
月
二
十
二
日
團
　
午
前
八
時
半

～
午
後
一
時
ま
で
。
吉
田
山
谷
の
一

部
　
▼
四
月
二
十
六
日
図
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
．
高
田
町
一
丁

目
の
一
部
、
昭
和
町
一
丁
目
の
．
部
、

昭
和
町
二
・
三
丁
目
、
高
田
町
二
丁

目
、
泉
町
の
一
部
、
栄
町
、
寿
町
四

丁
目
の
一
部
、
袋
町
東
・
中
・
西
区

の
各
一
部
、
本
町
西
一
丁
目
　
▼
四

月
二
十
七
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
。
笹
之
沢
、
池
の
平
、
孕

石
、
落
ノ
水
、
長
里
、
控
木
．

　
そ
車
賃
㌦
ホ
つ
ビ
リ
で

　
服
も
箸
眠
3
レ
．
爵
④
巌

蔭
謬
2
承
齢
廷
さ
し

、
『
駁
物
艮
ひ
槍
魯
一
，

犬の登録注射日程表

≠紳艸献血車日程艸艸讐
予と　き　4月26日⑳／午前10時～午後3時Y
量ところ　滝文工業㈱若草寮（本町西4丁目）　Y

Y　　　　　　　　　　　　　　　　Y
予と　き　4月27日㊧／午前10時～午後3時Y
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セト．卜．卜明日といわず今献血しましょうイ・・く・イ7

あ
劉
ノ
噛
．

瞳
輪
・ 羅

一
、
膨

“
ち

β
そ
■
ボ
ラ

舜
庄
個
う
W
”

ヴ
　
　
　
ハ
ロ

㌔
．
’
－
、
ノ
9
♪

嘱
‘
ピ

砧
㌧
軸
層

　
い
隔
V

i
　
　
　
＼
寸

臥
亀
・
。

、
、
●

　
馬　
　
9
曝
嚇

　
　
　
　
　
『
剛
F

　
　
鼻
r
一
ぜ

ラ
ン
ド
マ
巴
雨
“
で

童
疲
ド
い
（
茎
ぜ

巽
墜
冒
．
で

　
い
乏
渉
可
伊
B

N£戴

ま
t
・
一
る
ら
い
中
お
1

　
　
　
潔
ら
猷
眠

　
、
ぎ
と
一
象
量
囚
δ
．

　
　
ヤ

’
呉
～
，
M

　
　
　
　
（

ゆ．撫
総、

評

愚
、

澱
　
　
　
、
　
q
’

萎

月　日 地　　　区 期　　間 場　　所

4月25日

（月曜）

十日町・川治
9二〇〇～11二30

保　健　所
13二10～15二30

中　　　　条
9二〇〇～10二30 中条公民館
10二50～11二20 新水診療所

下　　　　条
13二30～14二40 下条出張所
15：00～15：30 東下組小学校

4月26日

（火曜）

十日町・川治
新座・大井田

9二〇〇～11二30
市民体育館

13：20～15二〇〇

水　　　　沢

9：00～10二〇〇 馬場飼育所
10二15～11：30 水沢出張所
13二30～14：00 野中小学校

十日町山地 14二40～15二〇〇 赤倉分校

4月27日

（水曜）

吉　　　　田

9：00～9二30 吉田出張所
9二50～10：00 名ケ山小学校

10二20～11：00 真田小学校
八　　　　箇 13二30～14：00 八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15二〇〇 六　　出張所

■市勢／人ロ…50，674人（男24，734・女25，940人）／世帯数…11，968／面積…21L44k㎡（3月1日現在）


